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NPO法人 秦野歴史おこしの会 

会
報 

 

秦野市立本町公民館に隣接するショッピングセンターにあるクスノキ。 

明治３８年（１９０５年）、この場所に秦野煙草製造所が開設された時に記念植樹された。 
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秦
野
警
察
署
は
本
年
六
月
に
創
設
百
周

年
、
十
月
に
は
署
の
前
進
「
曽
屋
巡
査
屯
所
」

開
所
百
五
十
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。

署
の
歴
史
を
顧
み
て
思
っ
た
こ
と
は
、「
屯
所
」

以
前
の
秦
野
の
警
察
制
度
は
ど
う
な
っ
て
い

た
の
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

そ
こ
で
、
秦
野
市
史
、
県
警
察
史
等
※
を

参
考
に
「
秦
野
地
域
（
大
住
郡
域
）
の
警
察

制
度
の
歴
史
」
を
作
成
し
て
み
ま
し
た
。 

鎌
倉
時
代
以
前
は
、
律
令
制
下
の
大
住
郡

軍
団
や
波
多
野
氏
一
族
の
武
力
が
警
察
の
役

割
を
担
い
、
そ
の
後
、
南
北
朝
か
ら
戦
国
に

か
け
戦
乱
が
続
く
と
、
農
民
は
自
衛
手
段
と

し
て
惣
村
を
形
成
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
村

の
自
治
警
察
機
能
は
北
条
氏
、
徳
川
氏
な
ど

の
支
配
者
に
も
利
用
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は

村
の
自
立
を
強
制
す
る
五
人
組
制
度
が
作
ら

れ
る
な
ど
「
村
の
安
全
は
自
分
達
で
守
る
」

と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。 

領
主
が
五
人
組
に
求
め
た
こ
と
は
、
相
互

監
視
に
よ
る
法
令
遵
守
、
犯
罪
者
捕
縛
、
納

税
確
保
、
通
達
伝
達
、
親
孝
行
、
道
徳
教
育

の
ほ
か
、
被
災
者
、
病
人
、
高
齢
者
、
養
育

へ
の
支
援
で
し
た
。
自
由
が
抑
圧
さ
れ
た
時

代
の
代
わ
り
に
高
い
規
範
意
識
と
助
け
合
い

の
精
神
が
根
付
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
日

本
に
滞
在
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
植
物
学
者

ツ
ェ
ン
ベ
リ
ー
は
、「
ど
の
町
に
も
民
衆
の
便

宜
、
平
穏
、
安
全
並
び
に
幸
福
を
保
つ
た
め

に
よ
く
で
き
た
組
織
が
あ
る
」
と
評
し
て
い

ま
す
。 

自
由
と
安
全
は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
（
両
立
で

き
な
い
関
係
）
と
言
わ
れ
ま
す
。
規
律
が
厳

し
く
自
由
が
少
な
い
社
会
は
秩
序
が
維
持
さ

れ
安
全
が
高
ま
る
が
、
規
律
が
緩
く
自
由
な

社
会
は
秩
序
が
緩
み
安
全
が
低 

下
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

近
代
警
察
制
度
が
導
入
さ
れ 

百
五
十
年
、
同
時
に
社
会
は
自 

由
を
追
求
し
、
個
人
の
自
由 

（
権
利
）
が
高
ま
り
、
個
人
へ 

の
不
干
渉
、
公
権
力
の
緩
和
が 

進
み
ま
し
た
。 

 

一
方
で
、
令
和
の
時
代
は
、 

高
齢
者
を
標
的
と
し
た
詐
欺
や 

強
盗
、
孤
独
死
、
高
齢
者
虐
待
、 

児
童
虐
待
、
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ 

な
ど
が
社
会
問
題
化
し
て
い
ま 

す
。
も
し
も
、
こ
の
時
代
に
五
人
組
の
よ
う

な
規
範
意
識
、
相
互
扶
助
が
徹
底
さ
れ
て
い

た
ら
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。 

 

強
盗
が
横
行
す
る
町
で
は
外
出
の
自
由
も

ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
自
由
と

は
安
全
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
、
自
由
を
追
求
す
る

時
代
か
ら
規
範
意
識
や
相
互
扶
助
を
高
め
る

時
代
に
シ
フ
ト
し
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

 

結
び
に
、
こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
秦
野

の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た
自
治
会
を
は
じ
め
と

す
る
各
防
犯
交
通
団
体
の
皆
様
に
心
よ
り
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
未
来
の
秦
野
が

「
自
由
と
安
全
が
両
立
」
し
た
理
想
の
町
で

あ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。 

自由と安全 

～秦野署創設１００年に思う～ 

 

巻 頭 言 

 

第７９代秦野警察署長 

浅田 二郎 
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み
な
と
横
浜
今
昔
歴
史
さ
ん
ぽ 

山
口 

勝 
 

令
和
七
年
十
一
月
六
日
（
木
）、
朝
か
ら
曇

り
空
の
下
、
朝
八
時
出
発
。
東
名
高
㏿
道
路

秦
野
中
井
イ
ン
タ
ー
よ
り
横
浜
町
田
イ
ン
タ

ー
を
経
て
、
横
羽
線
新
山
下
出
口
よ
り
横
浜

開
港
資
料
館
見
学
。 

元
英
国
総
領
事
館
の
建
物
で
幕
末
の
ペ

リ
ー
来
航
を
機
に
横
浜
が
開
港
。
小
さ
な
村

か
ら
国
際
都
市
に
発
展
し
て
い
く
過
程
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。
開
港
の
時
は
、
巨
大
な
長

崎
の
出
島
の
よ
う
に
四
方
を
堀
や
川
で
囲
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
関
内
は
吉
田
橋
に
よ
り
内

と
外
を
分
け
る
関
所
で
し
た
。 

 

今
の
日
本
大
通
り
を
境
に
左
は
外
国
人
居 

                 

留
地
、
右
は
日
本
人
住
居
と
分
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
中
庭
に
あ
る
玉
楠
（
タ
ブ
ノ
キ
）

は
、
ペ
リ
ー
上
陸
の
絵
に
描
か
れ
た
木
で
、

資
料
館
の
海
岸
通
り
よ
り
先
は
海
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

昼
食
は
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
の
前

を
過
ぎ
、
中
華
街
大
通
り
の
状
元
樓
で
美
味

し
い
上
海
料
理
を
頂
き
ま
し
た
が
、
店
内
も

異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
優
雅
な
雰
囲
気
で
し
た
。 

 

昼
食
後
は
山
下
公
園
へ
。
右
手
に
は
日
本

郵
船
氷
川
丸
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
建

㐀
の
海
に
浮
か
ぶ
博
物
館
を
見
な
が
ら
、「
赤

い
靴
は
い
て
い
た
女
の
子
像
」。大
正
十
一
年

（
一
九
二
二
）
に
野
口
雨
情
作
詞
、
本
居
長

世
作
曲
で
発
表
さ
れ
た
童
謡
に
登
場
す
る
実

在
の
少
女
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
像
で
す
。 
                 

 

山
下
公
園
か
ら
大
さ
ん
橋
ふ
頭
、
象
の
鼻 

パ
ー
ク
を
通
り
赤
レ
ン
ガ
パ
ー
ク
へ
。
明
治

大
正
期
に
国
の
保
税
倉
庫
と
し
て
建
て
ら
れ

た
歴
史
的
建
㐀
物
。
そ
れ
と
隣
に
あ
っ
た
三

角
形
の
建
㐀
物
は
、
旧
税
関
跡
で
、
竣
工
九

年
後
の
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
た
め
、
埋

め
戻
さ
れ
た
後
に
赤
レ
ン
ガ
パ
ー
ク
の
工
事

中
に
発
見
さ
れ
花
壇
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

レ
ン
ガ
㐀
り
の
基
礎
の
積
み
方
や
半
地
下
の 

凹
凸
の
㐀
り
が
と
て
も
気
に
な
り
ま
し
た
。 

い
よ
い
よ
最
後
は
自
分
が
前
か
ら
気
に
な

っ
て
い
た
海
上
保
安
庁
資
料
館
で
す
。
二
〇

〇
一
年
十
二
月
に
九
州
南
西
海
域
で
海
上
保

安
庁
の
巡
視
船
と
激
し
い
銃
撃
戦
の
末
、
自

爆
沈
没
し
た
北
朝
鮮
の
工
作
船
。
中
国
側
Ｅ

Ｅ
Ｚ
内
の
た
め
、
一
億
五
千
万
円
の
漁
業
協

力
金
を
支
払
い
、
台
風
の
た
め
に
三
回
程
中

断
し
な
が
ら
五
十
四
億
円
を
か
け
九
〇
ｍ
の

海
底
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

入
口
か
ら
す
ぐ
の
船
首
左
側
に
は
多
数

の
弾
痕
、
水
面
ぎ
り
ぎ
り
の
高
さ
に
あ
る
エ

ン
ジ
ン
排
気
口
が
左
右
二
つ
ず
つ
！
そ
う
、

こ
の
船
は
四
基
の
エ
ン
ジ
ン
で
高
㏿
度
で
逃

走
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
積
ま
れ

て
い
た
火
器
も
対
空
機
関
砲
や
ロ
ケ
ッ
ト
ラ

ン
チ
ャ
ー
等
、
常
に
戦
闘
状
態
に
あ
る
国
の

船
と
わ
か
り
、大
変
興
味
深
い
展
示
で
し
た
。 

見
学
後
、
新
山
下
よ
り
高
㏿
に
入
り
、
途

中
海
老
名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
休
憩
を
と
り
、

渋
滞
に
は
ま
る
こ
と
な
く
秦
野
駅
、
総
合
体

育
館
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
に

当
た
り
、
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
小
澤
さ
ん

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

北朝鮮工作船の前で、海上保安庁職員

から説明を聞く 
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秦
野
歴
史
お
こ
し
の
会 

設
立
三
十
周
年
記
念
講
演
会 

横
溝 

彰 
令
和
七
年
十
月
二
十
五
日
、
講
師
に
と
こ

な
め
陶
の
森
資
料
館
学
芸
員
主
査 

小
栗
康

寛
氏
を
お
迎
え
し
、
午
前
は
秦
野
曽
屋
水
道

記
念
公
園
で
現
地
説
明
会
、
午
後
は
本
町
公

民
館
で
「
秦
野
曽
屋
水
道
と
常
滑
焼
」
と
題

し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。 

 

曽
屋
地
区
は
盆
地
の
中
央
に
位
置
し
な
が

ら
も
、
扇
状
地
の
中
央
で
昔
か
ら
水
が
不
足
。

そ
う
し
た
中
で
曽
屋
神
社
の
湧
水
を
も
と
に

次
第
に
街
が
形
成
さ
れ
十
日
市
場
と
言
わ
れ

た
。
葉
た
ば
こ
、
秦
野
木
綿
、
落
花
生
等
の 

産
業
の
中
核
地
と
し
て
拡
大
、
他
地
区
か
ら 

商
（
あ
き
な
い
）
に
関
わ
る
人
の
流
入
も
あ 

            

り
人
口
の
増
加
で
水
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
っ
た
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
製
油 

業
の
佐
藤
安
五
郎
が
曽
屋
神
社
北
方
の
源
泉

に
私
費
を
投
じ
て
一
八
〇
ｍ
の
隧
道
を
開
鑿
、

併
せ
て
大
道
用
水
路
に
石
垣
を
築
造
し
て
水

需
要
の
拡
大
に
対
応
し
た
。（
石
垣
は
一
部
が

現
存
）
そ
の
後
、
利
用
者
増
（
飲
料
、
食
物
・

食
器
・
そ
の
他
生
活
用
具
を
洗
う
）
に
伴
っ

て
汚
染
が
深
刻
と
な
っ
て
い
っ
た
。
明
治
十

二
年
（
一
八
七
九
）
に
は
曽
屋
地
区
で
コ
レ

ラ
が
発
生
し
（
患
者
八
十
一
名
、
死
者
二
十

五
名)

、
県
の
調
査
で
汚
染
さ
れ
た
用
水
路
の

水
を
飲
ん
だ
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
明
治
十
九
年
に
は
神
奈
川
県
全
体
に
コ

レ
ラ
が
蔓
延
、
当
時
の
曽
屋
村
で
は
横
浜
の

水
道
工
事
の
情
報
に
も
刺
激
を
受
け
て
、
佐

藤
政
吉
（
佐
藤
安
五
郎
長
男
）、
石
井
佐
吉
、

梶
山
良
助
の
間
で
上
水
道
布
設
の
話
が
上
が

り
、
有
志
の
賛
同
を
求
め
る
動
き
へ
と
拡
大
。

併
せ
て
「
相
陽
衛
生
会
」
を
地
元
有
志
が
設

立
し
た
。
二
十
年
に
は
佐
藤
政
吉
外
三
十
六

人
の
連
署
を
以
て
飲
料
水
改
良
に
関
す
る
設

計
を
出
願
。
翌
二
十
一
年
に
水
道
事
業
は
認

可
さ
れ
、
県
は
知
事
の
任
命
で
岩
田
武
夫
、

大
橋
鎭
二
の
両
氏
を
派
遣
、現
地
で
の
調
査
、

施
工
法
の
検
討
に
あ
た
り
、
民
営
で
予
算
に

制
約
が
あ
る
た
め
鋳
鉄
管
を
諦
め
、
陶
管
に

よ
る
水
道
布
設
を
企
図
、
常
滑
焼
の
陶
管
の

強
度
改
善
を
図
り
工
事
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
結

果
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
竣
工
と
な

っ
た
。 

 

私
は
井
戸
の
無
か
っ
た
子
供
時
代
を
過
ご

し
た
経
験
か
ら
曽
屋
水
道
へ
の
関
心
は
強
い

も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
常
滑
に
は
数
度

足
を
運
び
、
常
滑
側
で
曽
屋
水
道
を
ど
う
見

て
い
る
の
か
に
興
味
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
二

〇
一
八
年
に
と
こ
な
め
陶
の
森
資
料
館
を
訪

ね
、
小
栗
学
芸
員
と
出
会
っ
た
。
秦
野
に
戻

っ
て
か
ら
、
秦
野
の
水
道
は
も
と
よ
り
結
果

と
し
て
秦
野
の
産
業
の
発
展
を
陰
で
支
え
て

く
れ
た
常
滑
焼
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
頂
き
た

い
と
思
い
、
常
滑
焼
に
関
す
る
講
演
会
を
企

画
さ
せ
て
頂
い
た
。 

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
当
日
の

講
演
は
次
の
四
項
目
に
沿
っ
て
進
め
て
頂
い

た
。 

（
一
）
世
界
の
土
管
史
（
二
）
常
滑
の
上
水

道
用
土
管
（
三
）
常
滑
と
曽
屋
水
道
の
関
係 

（
四
）
曽
屋
水
道
の
価
値
を
考
え
る 

講
演

で
注
目
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
み
ま
し

た
。 

〇
曽
屋
水
道
で
は
常
滑
の
土
管
が
延
べ
一
万

本
以
上
使
用
。
明
治
二
十
～
二
十
三
年
の
土

管
が
メ
イ
ン
で
大
正
八
年
ま
で
断
続
的
に
工

事
が
実
施
さ
れ
、
複
数
時
期
の
土
管
が
存
在

す
る
。 

〇
土
管
内
径
は
九
～
十
五
ｃ
ｍ
で
五
百
ｍ
に

わ
た
る
布
設
に
要
す
る
土
管
を
当
初
は
常
産 

 

曽屋水道記念公園で常滑焼土管の説明

をする小栗康寛氏 
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商
会
が
受
注
し
た
が
、
そ
の
製
造
は
他
の
窯

に
委
ね
ら
れ
た
。（
明
治
二
十
五
年
常
産
商
会

倒
産
） 

〇
土
管
は
ポ
ン
プ
に
よ
る
加
圧
送
水
が
難
し

く
、
結
果
と
し
て
近
代
上
水
道
で
は
採
用
さ

れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
財
政
の
乏
し
い
地

方
の
自
然
流
加
式
簡
易
水
道
や
特
定
地
域
の

小
規
模
用
水
に
活
路
を
見
出
し
、
明
治
三
十

二
年
か
ら
四
十
四
年
に
か
け
て
全
国
の
町
や

村
の
小
規
模
水
道
で
常
滑
の
土
管
が
使
用
さ

れ
た
。
特
に
宮
城
県
の
古
川
水
道
で
は
県
が

地
元
の
土
管
を
推
奨
し
、
そ
の
土
管
を
採
用

し
て
明
治
十
七
年
に
竣
工
し
た
も
の
の
、
破

損
が
多
く
、
二
十
二
年
の
拡
張
工
事
の
際
に

秦
野
を
参
考
に
し
て
常
滑
焼
土
管
に
布
設
換

え
が
行
わ
れ
た
。 

〇
明
治
三
十
五
年
の
常
滑
町
長
か
ら
秦
野
町

曽
屋
水
道
区
長
磯
部
禅
海
殿
あ
て
の
書
簡
に

は
翌
三
十
六
年
の
内
国
勧
業
博
覧
会
（
大
阪 

で
開
催
）
に
つ
い
て
曽
屋
水
道
の
事
例
を
常

滑
側
と
し
て
発
表
さ
せ
て
欲
し
い
旨
の
連
絡

が
あ
り
詳
細
な
や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い

た
。（
本
年
は
大
阪
で
万
博
が
開
催
、
百
二
十

二
年
前
の
万
博
で
秦
野
水
道
が
紹
介
さ
れ
た

の
も
何
か
の
縁
か
と
） 

〇
今
回
の
講
演
に
あ
た
り
、
小
栗
学
芸
員
は

常
滑
の
廻
船
問
屋
瀧
田
家
の
分
家
筋
の
瀧
田

辰
三
郎
家
の
帳
簿
を
探
し
あ
て
、
帳
簿
に
は

明
治
二
十
五
年
の
六
月
か
ら
十
二
月
の
商
取 

        

引
の
記
録
が
見
ら
れ
、
そ
の
注
文
主
は
秦
野

町
の
枡
屋
重
吉
と
あ
り
、
土
管
の
他
に
日
常

の
水
瓶
等
の
注
文
の
様
子
も
記
さ
れ
て
い

る
。（
本
町
の
枡
屋
陶
器
店
で
、
現
在
の
建
屋

は
昭
和
二
年
の
竣
工
。
地
元
の
話
で
は
昔
か

ら
「
ち
ゃ
わ
ん
ま
す
や
」
と
呼
ば
れ
、
大
層

繁
盛
し
て
い
た
と
の
こ
と
） 

以
上
が
講
演
で
注
目
す
べ
き
内
容
で
す
。 

日
本
初
の
民
営
水
道
は
常
滑
焼
を
使
っ

て
布
設
に
こ
ぎ
つ
け
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の

背
景
に
は
進
取
、
連
携
、
協
同
、
共
助
の
精

神
が
住
民
を
支
え
て
い
た
こ
と
に
敬
意
を
表

し
た
い
。 

 
 

今
回
、
曽
屋
水
道
の
キ
ー
マ
ン
で
あ
っ
た

と
私
が
考
え
て
い
る
佐
藤
政
吉
氏
の
ひ
孫
さ

ん
か
ら
「
曾
祖
父
は
家
業
の
醤
油
・
製
油
の

仕
事
は
勿
論
だ
が
、
県
の
交
渉
に
も
馬
に
乗

っ
て
行
っ
て
い
た
と
母
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い

た
」
と
の
話
を
頂
い
た
。
水
道
竣
工
後
の
秦

野
町
第
二
代
町
長
に
就
任
の
佐
藤
氏
の
面
目

躍
如
た
る
一
コ
マ
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。

（
講
演
会
終
了
後
、
西
田
原
の
潭
廣
院
を
訪

ね
佐
藤
政
吉
氏
の
墓
前
で
報
告
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
） 

 

後
日
、
小
栗
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
を

披
露
し
て
ま
と
め
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
松
田
町
で
は
十
二
世
紀
後
半
の
渥
美
焼
と

十
三
世
紀
後
半
の
常
滑
焼
を
拝
見
で
き
、
平

安
時
代
末
期
か
ら
秦
野
周
辺
に
流
通
し
て
い

た
の
か
と
思
い
驚
き
ま
し
た
。
秦
野
歴
史
博

物
館
で
は
近
代
土
管
や
ク
リ
ン
カ
ー
タ
イ
ル

な
ど
の
情
報
を
頂
き
、
知
ら
な
い
内
容
で
大

変
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
秦
野
市
内
で
は
明

治
後
半
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
と
思
わ
れ
る

常
滑
焼
が
街
の
様
々
な
場
所
で
観
る
こ
と
が

で
き
、
秦
野
と
常
滑
の
関
係
性
に
深
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
水
を
核
と
し
な
が
ら
、
曽
屋
水

道
、
町
並
み
、
常
滑
焼
を
活
用
し
た
産
業
な

ど
、
文
化
・
歴
史
・
観
光
と
い
う
側
面
で
も
、

秦
野
の
価
値
は
ま
だ
ま
だ
掘
り
起
こ
せ
る
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
会
に
ご
参
加
く

だ
さ
っ
た
方
々
と
お
話
を
す
る
こ
と
が
出
来
、

地
域
の
文
化
や
常
滑
焼
へ
の
思
い
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
こ
と
、
今
後
の
励
み
と
な
り
ま

し
た
」
＊
一
部
省
略 

お
忙
し
い
中
を
講
演
会
の
準
備
に
当
た

っ
て
く
だ
さ
っ
た
歴
史
お
こ
し
の
会
の
方
々
、

そ
し
て
関
連
の
資
料
・
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

令
和
七
年
十
一
月
吉
日 

 

とこなめ陶の森資料館 

学芸員主査 小栗康寛氏 
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市
内
地
区
研
修
会
「
堀
之
郷
正
八
幡
宮

と
蔵
林
寺
を
訪
ね
て
」 

 

古
谷
信
行 

令
和
七
年
六
月
十
日 

参
加
者
二
十
二

名
で
市
内
研
修
会
を
実
施
し
た
。 

◆
堀
之
郷
正
八
幡
宮 

村
上
宮
司
さ
ん
に
神
社
の
由
緒
に
つ
い

て
貴
重
な
お
話
を
伺
っ
た
。 

由
緒
は
天
安
二
年
（
八
五
八
）
平
安
時
代
に

大
分
県
の
宇
佐
八
幡
宮
よ
り
勧
請
さ
れ
、
御

祭
神
は
応
神
天
皇
、
神
功
皇
后
、
竹
内
宿
禰

の
三
柱
で
あ
る
。
堀
之
郷
四
ヶ
村
の
鎮
守
で

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
は
小
田
原
陣

の
時
に
東
照
宮
御
太
刀
が
納
め
ら
れ
、
翌
年

の
天
正
十
九
年
に
は
徳
川
家
康
よ
り
朱
印
地

五
石
を
賜
る
。
ま
た
、
二
代
将
軍
秀
忠
に
仕

え
た
柳
澤
刑
部
左
衛
門
に
よ
り
銅
の
灯
籠
が

奉
納
さ
れ
て
い
る
。
建
物
は
、
本
殿
が
七
世

紀
後
期
に
、
拝
殿
が
天
保
十
一
年
（
一
八
四 

          

〇
）
五
月
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
傷
み
が
激

し
い
た
め
平
成
二
十
九
年
に
改
築
さ
れ
た
。 

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
る
と
、
徳
川
幕

府
に
仕
え
た
柳
澤
一
族
の
中
で
刑
部
左
衛
門

を
称
し
た
の
は
、
柳
澤
吉
保
の
父
安
忠
の
み

で
あ
り
貞
享
四
年
九
月
十
七
日
没
と
し
て
い

る
の
で
便
宜
こ
こ
に
納
め
た
。 

柳
澤
氏
は
堀
山
下
村
の
領
主
米
倉
氏
と

は
縁
戚
関
係
に
あ
る
（
秦
野
市
史
よ
り
）
。 

年
不
詳 

柳
澤
刑
部
左
衛
門
奉
納
吊
灯
籠 

正
面 

奉
掛
御
寶
前 

左
脇 

柳
澤
刑
部
左
衛
門 

堀
之
郷
四
ヶ
村
と
は
、堀
山
下
村
、堀
川（
河
）

村
、
堀
齋
藤
村
、
渋
沢
（
澤
）
村
で
あ
る
。 

◆
大
育
山
蔵
林
寺
（
曹
洞
宗
） 

享
徳
年
間
一
四
五
二
～
五
五
年
に
瑞
秀
祥
禎

大
和
尚
に
よ
り
、
四
十
八
瀬
川
上
流
の
寺
屋

敷
の
地
に
開
山
さ
れ
、
文
明
年
間
一
四
六
九

～
八
七
年
に
現
在
地
に
移
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
九
世
牧
泉

養
牛
大
和
尚
の
代
に
米
倉
丹
後
守
昌
尹
を
開

基
と
し
て
先
祖
供
養
の
為
、
本
堂
庫
裡
を
建

立
し
、
さ
ら
に
宝
暦
年
間
一
七
五
一
～
六
三

年
に
昌
晴
が
再
建
し
た
。
境
内
に
眠
る
米
倉

丹
後
守
一
族
の
墓
所
は
昭
和
四
十
三
年
三
月

秦
野
市
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
た
。
昌
尹

は
祖
父
清
継
か
ら
受
け
継
い
だ
領
地
で
あ
る

堀
山
下
村
の
同
寺
を
菩
提
寺
と
し
て
元
禄
五

年
（
一
六
九
三
）に
先
祖
の
墓
を
建
立
し
た
。 

          

墓
所
に
は
昌
尹
と
父
昌
純
が
埋
葬
さ
れ
、
初

代
重
継
か
ら
十
五
代
昌
寿
ま
で
墓
石
（
埋
葬

は
他
寺
）
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
現
在
米
倉

墓
石
二
十
基
、
家
老
塚
一
基
、
石
灯
籠
二
十

三
基
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

本
堂
に
は
米
倉
昌
尹
の
像
を
納
め
た
厨

子
の
扉
に
記
さ
れ
た
「
米
倉
丹
州
大
守
徳
石

居
士
壽
像
記
」
が
あ
り
、
本
文
の
記
述
か
ら

こ
の
像
は
昌
尹
の
次
の
当
主
昌
明
に
よ
っ
て

奉
納
さ
れ
た
も
の
と
の
こ
と
。
他
に
も
昌
尹

公
が
実
際
に
使
用
し
た
と
さ
れ
る
駕
籠
が
保

管
さ
れ
て
い
て
、
昌
尹
公
の
守
り
本
尊
で
あ

る
不
動
明
王
像
が
本
堂
内
に
座
し
て
い
る
。

ま
た
、
境
内
の
梵
鐘
は
寛
永
九
年
に
南
足
柄

千
津
島
の
鋳
工
職
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
事

が
記
さ
れ
て
お
り
、
秦
野
市
で
は
西
田
原
の

香
雲
寺
の
梵
鐘
の
次
に
古
い
梵
鐘
で
あ
る
。

生
憎
の
雨
の
研
修
会
で
し
た
が
参
加
者
一
同

満
足
の
一
日
で
し
た
。 

 

 

掘之郷八幡宮で説明を聞く 

蔵林寺本堂前にて全員集合 



７ 

市
内
香
雲
寺
及
び
金
剛
寺
の 

禅
刹
二
寺
を
訪
ね
て 小

泉 

孝 
令
和
七
年
十
一
月
二
十
日
、
好
天
に
恵
ま

れ
た
秋
空
の
下
、
当
会
市
内
研
修
部
会
主
催

の
禅
刹
二
寺
の
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

参
加
者
一
行
は
、
最
初
に
大
珠
山
香
雲
寺

に
向
か
い
ま
し
た
。
こ
の
寺
は
曹
洞
宗
の
寺

で
す
。
当
初
、
西
隣
の
羽
根
村
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
が
、
た
び
た
び
の
風
水
害
に
会
い
、

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
現
在
地
の
西
田
原

村
に
再
興
さ
れ
ま
し
た
。
大
旦
那
の
大
藤
政

信
を
中
興
開
基
と
し
ま
す
。 

大
藤
氏
は
、
戦
国
大
名
小
田
原
の
後
北
条

氏
に
仕
え
、
足
軽
大
将
、
中
郡
郡
代
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。
同
寺
は
、
毎
年
二
月
ご
ろ

に
な
る
と
梅
の
花
が
咲
き
、
馥
郁
と
し
た
香 

り
が
漂
う
長
い
参
道
は
、
た
び
た
び
マ
ス
コ 

         

 
 

ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
大

藤
氏
の
墓
所
が
寺
の
本
堂
裏
手
の
中
腹
に
祀

ら
れ
て
あ
り
、
静
か
な
眠
り
に
つ
い
て
い
ま

す
。
墓
碑
の
刻
ま
れ
た
文
字
を
読
み
解
き
な

が
ら
ご
住
職
か
ら
お
聞
き
し
た
話
し
と
合
わ

せ
ま
す
と
、
戦
国
時
代
の
一
端
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
戦
国
の
風
雲
の
世
に
生
き

た
大
藤
一
族
に
思
い
を
偲
ば
せ
な
が
ら
、
そ

っ
と
墓
前
に
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。 

な
お
、
境
内
地
の
一
角
に
、
第
二
次
世
界 

大
戦
の
さ
な
か
、
図
ら
ず
も
供
出
を
免
れ
た

梵
鐘
が
あ
り
ま
す
。寛
永
六
年（
一
六
二
九
）

の
鋳
造
で
「
大
藤
秀
信
」
の
銘
が
刻
印
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
日
同
行
し
て
い
た
だ
い
た
古

文
書
講
師
の
矢
内
昭
夫
先
生
に
梵
鐘
に
刻
ま

れ
た
文
字
の
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
寺
の
本
堂
を
内
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

香
雲
寺
を
後
に
し
ま
し
た
。 

次
に
訪
れ
た
の
は
、
香
雲
寺
か
ら
歩
い
て

二
十
分
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
臨
済
宗
の
大
聖

山
金
剛
寺
で
す
。
言
わ
ず
と
知
れ
た
源
実
朝

公
に
ゆ
か
り
の
あ
る
寺
院
で
す
。
毎
年
恒
例

と
な
り
ま
し
た
「
実
朝
ま
つ
り
」
は
、
多
く

の
市
民
も
参
加
し
て
十
一
月
二
十
三
日
に
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
到
着
し
て
さ
っ
そ
く

本
堂
の
中
へ
と
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
ご
住

職
か
ら
実
朝
公
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。
ま
た
、
実
朝
公
の
木
彫
像
や
大 

津
雲
山
画
伯
の
直
筆
の
屏
風
絵
等
貴
重
な
寺 

           

宝
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

境
内
地
の
一
角
に
阿
弥
陀
堂
が
建
立
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
当
会
会
員
で
あ
り
ま
す
石
川

邦
夫
さ
ん
か
ら
詳
し
く
堂
内
に
つ
い
て
の
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
堂
内
に
は
、

実
朝
公
供
養
の
模
刻
の
木
造
五
輪
の
塔
が
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
朝
公
御
首
塚
に
元
あ

っ
た
実
物
は
、
現
在
鎌
倉
の
国
宝
館
に
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
、
実
朝
公
の
念
持

仏
と
伝
わ
る
阿
弥
陀
三
尊
像
が
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
秦
野
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。 

波
多
野
氏
が
統
治
し
て
い
た
鎌
倉
時
代

の
秦
野
の
様
子
を
少
し
は
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。
短
い
時
間
の
研

修
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
一
様
に
満
足
な
表
情

で
帰
途
に
つ
か
れ
ま
し
た
。
準
備
し
て
い
た

だ
い
た
部
会
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

大聖山金剛寺にて 

 

香雲寺で大藤氏一族の墓所を見学 
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★
新
入
会
員
で
す 

よ
ろ
し
く 

志
賀 

時
政 

 

南
地
区 

平
松 

謙
一 

 

南
地
区 

小
澤 

直
彦 

 

西
地
区 

市
川 

潤
一 

 

西
地
区 

佐
藤 
直
樹 

 

市
外 

山
下 
正
道 

 

市
外 

浅
田 

二
郎 

 

市
外 

編
集
後
記
に
代
え
て 
（
Ｈ
・
Ｉ
） 

繙(

ひ
も
と)

き
て 

す
き
し
む
か
し
の 

あ
と
訪(

と)

え
ば 

な
お
新
し
き 

こ
と
も
し
る
な
り 

 
 
 

中
村
孝
道 

明
治
四
十
三
年 

 

秦
野
名
鑑
発
刊
に 

寄
せ
て 

              

                             

                          

発
行
責
任
者 

秦
野
市
羽
根
七
〇
七 

 
 

 
 

小
泉 

 

孝 

電
話 

〇
四
六
三―

七
五―

〇
〇
六
七 

◆
表
紙
の
題
字 

「
善
哉
（
よ
い
か
な
・
よ
き
か
な
）
」 

揮
毫 

蓑
毛
山
寶
蓮
寺 

 

 

三
十
三
世
住
職 

東
島
光
明
師 

 

『
寶
蓮
寺
真
名
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
聖
武

天
皇
の
命
を
受
け
た
行
基
と
良
弁
が
、
伊

勢
の
皇
大
神
宮
に
赴
き
大
仏
造
立
の
願
い

が
叶
っ
た
時
、
歓
喜
し
て
舞
い
、
歌
い
、
言

っ
た
こ
と
ば
が
「
善
哉
、
善
哉
、
時
哉
、
時

哉
」
で
あ
る
。・
・
会
報
第
三
号
か
ら
要
約 

◆
総
会
・
講
演
会
の
お
知
ら
せ
◆ 

総
会 

 

令
和
八
年
五
月
九
日
（
土
） 

 
 

午
後
一
時
～ 

 

場
所 

秦
野
市
立
本
町
公
民
館 

 
 

 
 

 

二
階
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

講
演
会
（
総
会
終
了
後
） 

 

演
題
・
講
師
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
別
途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 スマートフォンで LINEを利用し

ている会員の方は、歴史おこしの会

会員限定の公式 LINEにご登録くだ

さい。旬の情報をいち早くお知らせ

いたします。 

★登録（友達追加）の方法 
①上記の二次元コード（ＱＲコー

ド）をスマートフォンのカメラで読

み込み、下部中央黒字の「line.ee」

という黄色い場所を押し、公式LINE

のトーク画面を表示してください。 

②友だち追加を押してください。 

③トーク画面から、会員認証のた

め、必ず氏名を送信してください。

確認ができましたら、登録ができた

旨の返信をいたします。 

設
立
三
十
周
年
記
念 

 

会
員
懇
親
会
を
開
催 

 
 

令和７年１０月２５日（土）、記念講演会に

引き続き、会員懇親会が開催されました。 

会員限定 公式 LINEに登録を 

 
元秦野町助役・町

議会議員、湘南馬

車鉄道（株）副社長 

中村孝道 


